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相関を示している。また，La Porta et al.（1999）は，財産権の保護やビジネスの開放度，汚職の
制御，縦割行政4）の排除，民主的・政治的権利と，民族的・言語的分断との間に負の相関がある
ことを明らかにしている。さらに，Alesina et al.（2003）は，社会的分断を，民族的分断，言語
的分断，宗教的分断に分類してそれぞれ分析し，La Porta et al.（1999）と同様の結果を得ている。
　以上の先行研究をもとに，本研究では，弱い持続可能性指標としての調整純貯蓄，およびガ






















































GNI比調整純貯蓄については，世界銀行のWorld Development Indicators 2008から，その他の変
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表 2　記述統計量
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